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１．目的 

 本研究の目的は，52人の幅広い競技レベル，多人

数の男子走高跳競技者を対象として，重心鉛直速度

と踏切局面の動作，踏切局面の動作と踏切準備局面

の動作の相互の関係について検討することによって,

走高跳のパフォーマンスに影響する動作を明らかに

することとした． 

２．方法 

１）対象者 

 対象者は 2010年から 2016年の間に国内で行われ

た競技会において，2.00 m〜2.40m を記録した，全

52 名の日本学生レベルから世界トップレベルの男

子走高跳競技者とした．  

２）調査方法 

 2台のハイスピードカメラ（EXLIM-EX-F1, CASIO

社製）を設置し，毎秒 300コマ，露出時間 1/1000の

設定を用いて踏切 2歩前からバークリアまでを撮影

した． 

３）分析方法 

 本研究では，踏切 2 歩前接地から踏切離地にお

ける，全 52 項目のキネマティクス的変数を算出

した．変数間の関係については，Pearsonの積率相

関係数を用いて算出した．有意性は危険率を 5%未

満で判定した． 

３．結果と考察 

１）踏切離地時重心鉛直速度と踏切動作の関係 

 踏切離地時の重心鉛直速度と踏切動作パラメータ

との関係を検討した結果，踏切接地時の水平速度，

踏切接地から離地にかけての水平速度の減少量，踏

切離地時の身体後傾角度，跳躍角度との間にそれぞ

れ優位な正の相関関係が認められた．この結果から，

走高跳びにおいて高いパフォーマンスを得る為には

これらの動作が影響している可能性が示唆された． 

２）踏切中の水平速度の減少を引き起こす踏切動作 

 踏切中の水平速度減少量と踏切動作パラメータと

の関係を検討した結果，踏切接地時全身後傾角度お

よび脚後傾角度との間に有意な正の相関関係が認め

られた．このことから踏切中の水平速度の減少は踏

切接地時の後傾姿勢に影響を受けて引き起こされて

いることが示唆された． 

３）踏切準備局面の重心高変化量と踏切動作との関係 

 踏切準備局面の重心高変化量と上記で挙げられた

踏切動作パラメータとの関係を検討した結果，踏切

接地時身体後傾角度，踏切中の水平速度減速量，踏

切離地時跳躍角度との間に有意な正の相関関係が認

められた．この結果から，踏切準備局面では踏切接

地に向かって重心を低下させることが高いパフォー

マンスを発揮するための踏切動作の獲得に有効であ

ることが示唆された． 

４．結論 

 本研究では、走高跳のパフォーマンスに影響する

踏切動作および踏切準備動作が明らかとなった．特

に踏切準備局面において重心高を低下させながら踏

切接地に向かう動作が，高いパフォーマンスを引き

出す可能性があるという本研究の結果は，今までに

ない新たな知見であったと考えられる．これらの知

見は走高跳のパフォーマンスの向上を目指すための

新たな視点を提供するものであると考えられ，今後

走高跳競技全体のパフォーマンス向上に資する知見

であったと考えられる． 
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